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争論　協同組合が地域「経済」に果たす役割の再検討

【加賀美】『くらしと協同』の読者の多くは
消費者の協同組合である生協の関係者で
す。信用金庫のような金融の協同組合には
馴染みが薄いと思いますので、はじめに信
用金庫の特徴について教えていただけます
でしょうか。

【菅原】私ども信用金庫をはじめ、信用組合、
労働金庫は一般的に協同組織金融機関と呼
ばれています。協同組織という言葉を聞く
機会は少ないかもしれませんが、協同組合
と同様に会員や組合員の参加と利用で成り
立つ組織のことです。ですから、協同組織
金融機関とは、協同組合の形態で運営され
る金融機関といえます。ただし、それぞれ
の根拠法や会員（組合員）資格は異なって
います。たとえば、信用金庫の根拠法は信
用金庫法ですが、信用組合の場合は中小企
業等協同組合法における協同組合による金
融事業に関する法律 ( 協金法 ) です。預金
の預け入れについても、信用組合は組合員
が対象となりますが、信用金庫には制限が
ないなど業務の範囲も異なります。
　それでも、いずれの金融機関も協同組織
としての理念を持っている点は共通してい
ます。営業地域も一定地域に限定されてい
ますし、営利ではなく、会員の利益を優先
するという理念を掲げています。
　信用金庫の成り立ち等の詳細は、東京都
品川区にある城南信用金庫の吉原毅相談役

が書かれた『信用金庫の力』（岩波ブック
レット）をぜひ参考にしてください。ある
いは、吉原相談役の『原発ゼロで日本経済
は再生する』（角川書店）も、タイトルは
原発を掲げていますが、中では私ども気仙
沼信用金庫も含めて、信用金庫が震災とい
う不測の事態でもその役割を果たしたとい
うことが紹介されており、信用金庫の精神
が非常にうまくまとめられています。
　その中でも言及されていますが、協同組
合という切り口で言うと、信用金庫、信用
組合、生協、農林系も含めて、元をたどれ
ばみんな同じだったということになります。
　信用金庫業界のそもそもの存在意義を語
る場合には、静岡にある掛川信用金庫の報
徳社に源流がありますが、その精神は協同
組合という切り口でもともとは一つなんだ
ということです。信用金庫は相互扶助の会
員組織として成り立つ金融機関であり、銀
行・株式会社とは違うんだというところが
あります。私どもとしても、今回の取材で、
成り立ちは生協と同じなんだということを
再認識しました。

【加賀美】信用金庫は生協と同様、協同に
よって成り立つ金融の組合ということです
ね。
　今回お話をお伺いしたいと考えたきっか
けも、震災以降、多くの信用金庫が協同組
合的な取り組みを地域でどんどんと展開し
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ているとお伺いしたからです。気仙沼信用
金庫の営業地域である三陸沿岸地域も、震
災で大きな被害を被りましたが、気仙沼信
用金庫ではどのような取り組みを進められ
てきたのでしょうか。

【菅原】震災以降の取り組みを振り返ると、
信用金庫にある協同組合としての精神は生
きていたんだと思います。ただ、これまで
の一つひとつの活動も、この精神に則って
やってきたわけであって、特別珍しいこと
をしたという意識はあまりありません。そ
れでも、地域内外の方々からはこれまでの
活動を評価いただいています。震災は非常
に不幸ではありましたが、これから復興創
生期に入りますので、信用金庫には地域に
よりいっそう寄り添う役割が求められてい
ると考えています。
　そうしたことを基本に、私どもは気仙沼
市に本店を置く金融機関ですので、まずは
気仙沼市のことからお話しさせてくださ
い。そもそも関東や西日本の方は、「気仙沼」
という名前は知っておられても場所はなか
なかご存じないのですね。地図で見ていた
だくとお分かりかと思いますが、気仙沼市
は宮城県の北端に位置し、仙台からも東京
からもずいぶんと離れた地域です。仙台か
らは新幹線と在来線を使って２時間、東京
からは４時間弱かかります。
　そんな気仙沼市ですが、いくつかの「日
本一」があります。たとえば生鮮カツオの
水揚は 19 年連続日本一で、今年も続けば
20 年という節目になります。また有名な
ところではフカヒレ生産（サメの水揚）も
そうです。また、民間シンクタンクの情報
接触度調査によれば、震災以降、「気仙沼」
は２年連続で第１位でした。ただ、2013
年からはだんだんと順位が下がっていま
す。徐々に風化が進み、被災地への関心が

薄れていることを示すデータです。
　そうした気仙沼市を中心に展開している
のが私ども気仙沼信用金庫です。創立は大
正 15（1926）年で、今年創立 90 周年を迎
えました。預金規模は約 1480 億円です。
信用金庫業界のなかではそれほど大きくな
い規模です。生協や農協との比較でもそれ
ほど大きくありませんが、規模に関わりな
く、この地域で一所懸命やっています。
　営業エリアは気仙沼市をはじめ、宮城県
と岩手県の沿岸部が中心です。震災前には
12 店舗を展開していましたが、震災直後
に数多くの店舗が全壊・半壊し、いまは８
店舗が稼働しています。震災は金曜日でし
たが、翌週から店舗を開け、２店舗で現金
の払い出しを始めました。これは地域から
も非常に感謝されました。なぜなら、気仙
沼市には第一地銀・第二地銀を含めて、通
常営業していたのは当信用金庫だけだった
からです。他の地銀は、個別相談はしてい
ましたが、通常営業までには５月の連休明
け頃まで時間を要しました。小規模ながら、
私どもは一所懸命にやっていたということ
です。
　また先程震災以前は 12 店舗あったと言
いましたが、建物に大きな被害を受けた７
店舗は建物自体がなくなってしまいまし
た。そのうち松岩支店と志津川支店は新し
い店舗で営業しています。岩手県の三陸支
店では建物自体が流されてしまい、金庫室
だけが残りました。ただ重要書類などは金
庫室に入れて避難していましたので、幸い
書類の被害はほとんどありませんでした。

復興に向けて
　被災直後はそうした様子でしたが、いま
被災地の課題として言われているのは、少
子高齢化と人口減少です。被災地以外も含
めて全国的な課題になっている地方創生の
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取り組みそのものです。それに対しての当
信用金庫の基本的な立ち位置ですが、私た
ちは地域金融機関と言っていますので、地
域の繁栄がなくては当然私たちも存在意義
がない。ですから、地域とともに復旧・復
興をやっていきます。
　私たちはこの地域に存在している地元金
融機関として、取引の有無に関わらず、で
きるだけみなさんを支援していきたいとい
う思いで取り組んでいます。
　また、当信用金庫の役職員も、地域の住
民であり、同じ被災者です。他地域への転
勤を前提とした人間ではなく、ここに生ま
れ育って、これからもここで生活していく
住民としても、同じ目線でやっていく。こ
れが協同組織金融機関の特徴のひとつと言
えるかもしれません。
　それから、私どもは金融機関として融資
は欠かせませんが、単に融資してそれでい
いのかというのは常に意識しています。融
資して終りではなく、融資の前に、まずお
客さんの事業が再開に向けて動き出し、そ
の次に運転資金や設備資金があると思って
います。ですから、まずはお客さんを支援
するという発想です。その後も、単に融資
して、次にモニタリングしていくというこ
とではなく、「地域のみなさまと一緒に歩
んでいく」という発想でやっているつもり
です。単にお金を預かったり貸したりして
終り、という発想ではなく、想いをやりと
りするということですね。
　とくに、地方創生という点で、私どもに
向けられるのは「本当に地域と向き合って
くれるのか」という問いかけのまなざしで
す。ですから、私どもの意識としては、改
めて「地域と向き合う本気度」が問われて
おり、これからも本気で取り組んでいきた
いと考えています。

外部機関と連携した復興支援の取組み
　そうした中、これまで様々な復興関連の
プロジェクトに取り組んできました。特徴
的なものとしては「三陸復興トモダチ基金」
があります。それから、私どもの規模の信
用金庫が大手商社と一緒になって取り組む
のは通常ではあり得ない話なのですが、三
菱商事が設立した「三菱商事復興支援財団」
との連携があります。また、当金庫では「気
仙沼しんきん復興支援基金」を新たに立ち
上げました。
　まず、「三陸復興トモダチ基金」ですが、
この基金は震災直後から、国の制度に上手
くあてはまらないところを手当てするとい
うことを目的に、取引の有無に関わらず、
気仙沼市などの三陸沿岸の事業者や住民を
支援する事業として運営してきました。設
立についても非常に思い入れがあり、2011
年 11 月 11 日に設立しました。震災が３月
11 日でしたが、できるだけ早くというこ
ともありつつ、11 という数字に掛けまし
て、なんとか 11 月 11 日に間に合わせて運
営を開始したわけです。この基金はそれま
で金融機関ではあまり例がなかった、国内
のNPO法人と連携した事業です。具体的
には、起業者助成制度と新規雇用・再雇用
助成制度と利子補給融資制度を三本柱とし
て、被災地における事業者を応援してきま
した。たとえば雇用支援では、企業が従業
員を新しく雇用したり、再雇用したら１名
につき毎月 10 万円、一事業者当たり最大
２名まで助成していました。それから、被
災したけれど、これから起業するんだとい
うところには上限 150 万円の助成金を出し
ました。また、事業を再生するための融資
には利子補給もしています。この基金の元
手となった資金は、海外のNGOなどからい
ただいたお金が中心でした。当時の円建てで
３億円強をいただきました。海外からの支援
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以外にも、ファーストリテイリングからも
6000 万円を支援いただきました。
　この基金は平成 26 年度で運営を終えま
したが、東北財務局からも「地域密着型金
融としてよくやっていただきました」とい
うことで表彰していただきましたし、全信
協（全国信用金庫協会）の社会貢献賞でも
表彰を受けました。
　また、三菱商事とのお付き合いについて
です。2012 年２月に、私どもがＮＨＫス
ペシャルで「“魚の町”は守れるか～ある
信用金庫の 200 日～」として取り上げられ
たのですが、この番組を三菱商事の当時の
鍋島副社長（現在は常任監査役）がご覧に
なっていて、「小規模の金融機関が被災地
で一所懸命やっている。三菱商事も東北被
災地の復興のためにどこかと組んでやろ
う」と思ったときに、私どもが被災地で頑
張っている姿をＮＨＫでご覧になっていた
ことから、「まずは、気仙沼信金と組んで
みよう」ということで、お話をいただきま
した。しかも、世界に冠たる三菱商事の多
くの幹部も当信用金庫に訪問され、現地を
視察されるなど、本当に暖かいご支援をい
ただきました。今年の４月には、新社長も
就任して１週間後にすぐ気仙沼に視察に来
られました。本当に被災地を思っていただい
ていますし、私どもも三菱商事に評価してい
ただいているのは本当にありがたい話です。
　この三菱商事との取り組みの象徴は、第
１号案件でもある陸前高田市にある「㈱
キャピタルホテル 1000」の再建です。こ
れはすでに施設が再建され、営業もされて
います。再建過程で、三菱商事にやってい
ただいたのは被災事業者に出資していただ
くことと、目に見えない部分ですが、様々
な経営支援です。㈱キャピタルホテル1000
には三菱商事復興支援財団から１億円の出
資をいただきました。また、それだけにと

どまらず、再建後の経営を持続的に進めて
いくための様々な示唆に富んだアドバイス
もいただきました。
　さらに、出資した結果配当が出た場合、
その配当を地元にもう一度還元いただくス
キームとして「気仙沼きぼう基金」をつく
りました。被災事業者が頑張って利益をあ
げ、一部が配当としてまた地元に返ってく
るという循環型スキームを、気仙沼市と三
菱商事と私どもでつくり、運用を始めてい
ます。
　また、「気仙沼しんきん復興支援基金」
という取り組みがあります。これは、平成
25 年 12 月に設立した一般財団法人で、気
仙沼市と商工会議所と私どもと、それから
三菱商事の方を巻き込んで、地方創生を若
干先取りしたスキームをつくりました。一
般財団法人をプラットホームとして使いな
がら、利子補給とソーシャルビジネスへの
助成金と産業復興支援制度の三本柱で運営
中です。
　「気仙沼しんきん復興支援基金」は、三
陸復興トモダチ基金のノウハウを使って運
営していますが、特徴的なのは販路開拓の
支援です。販路開拓の支援といって、いき
なりお客様を商談会に連れていってもバイ
ヤーとの商談はなかなか成立しませんが、
準備段階から商品のブラッシュアップのお
手伝いをして、自信を持ってバイヤーと向
き合えるようにしてから商談に赴く、ある
いは出展していただくことによって、商談
の成約率を極力上げていこうということに
取り組んでいます。
　たとえば、大阪のゴールドボンドという
地域商社と連携した取り組みですが、東京
のビッグサイトでやっている商談会にも合
同で出展しています。通常は地方の一事業
者では出展が難しい大規模なビジネスマッ
チングイベントですが、私どもで 10 社程
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度をまとめて一緒に出展・商談しに行きま
した。
　また、私どもも単に待っているだけでは
なく、全国 265 の信用金庫のネットワー
クを使って、当地に団体旅行に来てもら
うような働きかけもしています。震災以
降、5000 人ぐらいの方々に来ていただき
ました。それから、今回の熊本地震でも実
践されましたが、全国の信用金庫の役職員
12 万人に呼びかけてもらい、2000 円募金
が実施され、その募金の一部を気仙沼市・
南三陸町・大船渡市・陸前高田市にそれぞ
れ贈呈しています。また、ボランティア活
動には、震災以降、信用金庫の役職員が
1000 人ぐらい来ていただきました。
　それから、今年の９月にも来ていただく
のですが、福岡の飯塚信金と遠賀信金から
は、単に物資のやり取りではなく気持ちの
やり取りもということで、飯塚信金は福岡
県の小学生が団扇の裏面に応援メッセージ
を書いてくださったものを気仙沼市内の小
学校に贈呈してくださいました。遠賀信金
は地元の絵本作家の方がつくられた絵本を
平成 25 年以降毎年、届けてくださってい
ます。
　以上が震災以降の私どもの取り組みの概
要です。また、金融庁からも「地域密着型
金融を標榜している以上、具体的にどうい
うことをやっていくのか」が問われますが、
私たちは震災を契機として、協同組織金融
機関の原点をよく踏まえながら、それを実
践してきたという自負があります。
　しかし、それらは当信用金庫だけで出来
たことではありません。私たちのいろいろ
な想いが周りを動かして、外部の専門家や
三菱商事のような世界に冠たる企業からも
ご協力をいただいて、これまで一所懸命に
いろいろな事業をやってきたということで
す。私たちの想いが、地域内だけでなく、

地域外にもつながって、ご支援をいただき
ながらここまでやってきましたので、これ
をひとつのノウハウとして、今後も同じよ
うに、あるいはより発展させる形でやって
いければ、気仙沼・三陸沿岸はなんとかな
るのかなと思っています。人口は多少減る
かもしれませんが、地方創生ということか
らも、なんとかやっていけそうだなという、
非常に明るい展望を持っています。

【加賀美】わたしは大学で協同組合論とい
う科目を教えているのですが、生協だけで
なく、農協や信用金庫なども取り上げて、
協同組合にはいろいろあるんだよ、という
話を学生にしています。そのとき、先程の
ＮＨＫスペシャルや三菱商事との連携の
ニュースを紹介すると、学生たちも「これ
まで信用金庫のイメージが全然なかったけ
れど、とても地域に貢献している、地銀や
銀行とは少し違う組織なんだ」ということ
を実感するようです。
　お話を伺い、企業や行政、NPOといっ
た地域の内外の多様な人たちから共感を得
て、様々な取り組みで連携することができ
た背景には、地域に密着する信用金庫とし
て、地域を支えようという理念を大切にし
ていることがあるように感じました。

【菅原】生協とも共通する点ですが、私ど
も信用金庫の事業は、地域の経済を通して
はじめて成り立つのです。気仙沼市では企
業の８割が津波によって設備が全壊するな
ど甚大な被害を受けましたので、全体の８
割の従業員・社員が職を失ったことになり
ます。こうした深刻な状況のなかで、はた
して当信用金庫はどのようにして地域で生
きていくのか、ということがこの間ずっと
問われてきたわけです。結局のところ、地
域密着型金融と銘打っている当信用金庫
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は、まず地域が復活しないと成り立たない
のです。地域の復活をどうやって支えてい
くのか。ここに当信用金庫が地域で果たす
べき役割のひとつがあると思います。
　これは生協にも当てはまることだと思い
ます。まず地域の購買力をつけなければい
けない。力強い企業や社員が出てきて、生
活が豊かになって初めて商品も回転するわ
けですから、その意味では、考え方に共通
点があるのではないかと思います。われわ
れが地元の生協から物を買うように、預金
も地元の信用金庫のほうがいいかなと思っ
ていただいたらと（笑）。
　こうした、地域が復活・再生しないと、
われわれも再生できないんだということ
が、地域密着型金融としての対応の仕方に
現れているわけです。
　たとえば、地銀は震災後の２カ月間、店
舗を開けませんでしたが、当信用金庫はそ
の２カ月間一部でしたが店舗を開けて、営
業しました。その差があるのです。金曜日
に被災して、翌週から２店舗ですぐに営
業を開始して、当面の生活支援として１
人 10 万円を上限に払い出しを始めました。
ただ、被災した人たちは印鑑も何もすべて
失っているわけですから、本人であること
の証明はどうしようかということになりま
す。そのとき、まさにここが地域密着型金
融ならではだと思いますが、以前から当信
用金庫の職員が集金に歩いたり、また役職
員自身が地域住民として取引先とも顔なじ
みですから、本人確認書類をお持ちでない
場合でも、柔軟な対応で払出しに応じまし
た。結果的には、ごまかす人もいらっしゃ
いませんでしたし、非常に感謝されました。
企業の場合には、「25 日に給料を支払わな
ければいけない」ということもありました
が、それについても確かかどうかも日頃か
らのお付き合いでわかりますので、その払

い出しもさせていただきました。
　地域のために何をすべきかを考え、自然
と地域が困っているときには、一緒になっ
て汗をかき、相談に乗って、対応していく
という姿勢になります。ですから、当信用
金庫の取引先のみなさんに対しても、まず
は相談に乗って、「こうしましょう。ああ
しましょう」という格好で泥臭くやってい
ました。そうした努力があって、三菱商事
や海外との連携といったことが実現したの
だと思います。もし仮に、こういう取り組
みをしていなければどうだったろうと考え
ると怖いですね。
　ただ、気仙沼市全体はまだ復興途中です
から、これからが正念場です。安心して地
域の住民が生活できるまでにはまだまだ時
間がかかりますし、われわれが手助けして
いかなければいけない面があります。それ
をいろいろと探りながら、やっていく必要
があります。

【加賀美】復興の中で、協同組合としての
信用金庫の力が発揮されている様子が分か
りました。
　震災からの復興もそうですが、現在、地
域内でどのように経済を循環させるのかが
地域創生という課題において問題になって
います。そのときに、地域内の金融を担う
存在として信金・信組という、ある意味で
地域に密着せざるを得ない組織、理念も地
域にある組織が果たすべき役割をどのよう
にお考えでしょうか。

【菅原】地域循環で考えますと、私たちは
地域のみなさんから預金をお預かりしてい
ます。いまの環境下では預金全てを融資で
運用できる状況ではありませんが、地元の
方からお預かりしたお金を元手にして、地
域の方に使っていただくのが、地域におけ
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るお金の循環だと思います。
　そのときに課題として考えることは、地
域の方々からの理解をどうやって得ていく
かということです。私たちは地域のために
一所懸命に仕事をしていますし、地域経済
循環の一部分を担っているわけですが、私
たちも地域の一企業なので、地域の方の理
解がないと私たちの仕事は成り立たないと
いうことを強く認識しています。
　たとえば、預金の満期が来たときに、金
利がいいからといってメガバンクや地銀に
取引を移されてしまうと、私たちも将来的
に商売ができなくなってしまいます。融資
も同じで、金利が安いからといって、大手
地銀やメガバンクから借り入れしますとな
ると、そこも難しい。ですから、地域の方
から、地域の一企業を利用する意味につい
て理解をいただきたいところなのです。私
たちは、これからも地域のために役割を果
たしていきたいと考えていますが、逆に地
域の方々にも利用していただかないと、肝
心なときに役割を発揮できない。それを私
たちのほうから言ってしまっていいのかと
思いますが、理解していただく必要はある
と考えています。
　ですから、職員にも「地域で買い物をす
るときに、大手スーパーやコンビニばかり
で買い物をしたらだめですよ。地域の商店
で買い物をしないと、商店がなくなってし
まい、それが地域にダメージとなって返っ
てくるのだから、安いからといって大手
スーパーばかりで買い物をしてはだめ。７
日間のうち６日はいいけれども、１日は地
元で買い物をしてください。夜の飲み食い
も、できるだけ地元のお店を利用してくだ
さい」と言うんです。私もコンビニには行
きますが、買物をするときに、地元の商店の
ことを理解しておかないと、地域で経済が循
環していきません。金融も同じです。それ

を自分たちが忘れてはいけない。私どもが
一所懸命に仕事をすることで、「信金は地
元の私たちが育てていくんだ」という地域
の方々の理解が得られれば、金利の多少の
差であっちへ行ったりこっちへ行ったりさ
れないで、私たちはもっと役割を発揮でき
ます。
　そのためにも、さらに一所懸命やらなけ
ればいけない。それが地域とのパートナー
シップというか、地域に支えられ、支えて
いくという、支え合いの循環につながって
いくと思います。そしてそれができれば、
地域にとっても非常にプラスになっていく
のではないでしょうか。
　ただ、繰り返しになりますが、そこを私
たちが言ってしまうと、「何言ってんだ。
金利をもっと上げろ。ローンは安くしろ」
と言われてしまいます。理解をどうやって
得ていけばいいのか、これが一番の悩みで
すね。支援しっぱなしで、支援だけやって、
借りるときは地銀で…というケースがけっ
こうあるんです。支援の多くは将来への種
まきでもありますが、それなのに借りると
きは地銀でというのは、私たちにとって、
結構つらいところですが、そこは理解を待
つしかないのかなと。「いままで支援して
きたじゃないですか」というのは、お客さ
んには通用しませんから。地域の方の理解
をどうやって得て、私たちをさらに利用し
ていただけるようになっていくのか。規模
の大きな金融機関とまともに闘ったら太刀
打ちできませんので、そこを真剣に考えて
いきたいと思っています。

【加賀美】協同の意味を利用者に理解して
もらうということが必要だということです
ね。

【菅原】そうです。そのときに会員になる
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意味が効いてくると思います。私も含めて
ですが、だいたいお金を借りるのになぜ会
員にならなければいけないのかと（笑）。
ただ、自分たちも利用者であり、ある意味、
経営に参画しているというか、その辺が会
員組織の大本のところだと思います。住宅
ローンを組んだら、なぜ会員になって、お
金を払わなければいけないのか。そこから
の説明や理解が必要なのでしょうね。それ
がパートナーシップなのでしょう。自分た
ちは信用金庫の利用者でもあり、育てなが
ら、使って、地域でもり立ててもらうのが
理想だと思いますが、なかなかそううまく
はいっていないのが現状です。

【加賀美】そうした協同組織としての特性
を理解してもらう、ということは全国の協
同組織金融機関、あるいは協同組合に共通
する課題とも思います。全国に 200 以上の
信用金庫がある中で、協同金融組織の役割
はどうあるべきなのでしょうか。

【菅原】それぞれの信用金庫は、協同組織
体であることを理解していると思います。
地域の取り組みによっていろいろと事情が
ありますので、よその信用金庫がどうのこ
うのということではなく、協同組織体とし
て信用金庫はかくあるべきだというのを、
みなさん理解して経営なさっています。た
またま私どもは被災した状況のもとで取り
組んできましたが、他の信用金庫もそれぞ
れがきちんと地域の状況を踏まえて経営さ
れていらっしゃいます。それぞれ規模も違
いますし、どの信用金庫にもこだわりがあ
りますので、協同組織体の精神を踏まえて、
それを踏み外さないように、また、他の信
用金庫に迷惑をかけないようにしようとい
うのは根底にあります。「信用金庫」とい
う名前は全国共通ですから、他所に迷惑を

かけないようにして、一所懸命に業務に当
たろうというのが基本です。
　ですから、信用金庫全体でこうするべき
だといったことは特にありません。私ども
は、とにかく一所懸命に取り組んで、完全
復活することが、全国の信用金庫の仲間か
ら寄せられた支援に対する御礼の証しだと
いうつもりで事業に取り組んでいますし、
それが「気仙沼」で私たちが役割を果たし
ているという証にもなると思っています。

【加賀美】金融というと、経済活動の中で
もその意義や役割について理解することが
難しい部分ですが、そうしたところでも協
同の精神に基づいた組織があり、地域に根
差して活動しているということを、お伺い
したお話からよく理解することができまし
た。本日はありがとうございました。


